
を食べたくなる企画

行楽のお供に



行楽の醍醐味はなんといっても自然とのふれあい！
自然を身近に感じる機会が減ってきている昨今、

「自然とのふれあいを増やしたい」と思っている人は8割を超える。<1>

<1> 出典｜内閣府調査世論調査報告書調査「⾃然の保護と利⽤に関する世論調査」都市部在住の⼈ n=415



植物モチーフの「きのこの山・たけのこの里」にしか作れない

行楽ならではの体験を、ターミナル駅の新宿で作ることで
“自然との触れ合いを楽しめるブランド”のポジションを獲得しながら、

行楽に行きたい人を増やしていきたい！



行きも帰りも、とれたて体験！
きのこ狩りの山 たけのこ掘りの里



!

路線が多い新宿駅は、
さまざまな遊び場へ向かう人たちにぴったりのタッチポイント。
おでかけ前の子どもたちの前に突如現れた、美味しそうな花壇…！

!



チョコとクッキーでできた土の中に埋まったきのこ・たけのこを収穫し…



「本日とれたて」と書かれたポーチに詰めると、
これからのおでかけの道中にぴったりなおやつに！



食べ終わったら、
行楽で見つけた「とれたての自然の思い出」を入れるポーチに！

五感で自然と触れ合う体験をより楽しくしてくれる行楽のキーアイテムに。



進みゆく都市化やデジタル社会、新型コロナウィルスに伴う外出自粛などにより、
特に都心部に住む子どもたちが自然と触れ合う機会は近年減り続けてきました。

きれいな石を拾ってみる、かわいい木の実を持ち帰ってみる、
土にひそむ生き物を発見して、おもわず触ってみる…

そんな知的好奇心と喜びあふれる行楽体験の相棒として、
きのこの山・たけのこの里は寄り添い続けます。


